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ぼくがおにいちゃんだよ 

 

ゆうとくんは、こみちようちえんにかよっています。ゆうとくんは、さく

らちゃんがだいすきです。さくらちゃんは、ともだちのさきちゃんのいもう

とです。  

「さくらちゃん、かわいいな。ぼくのてをにぎっているよ。」  

「わたしのてもにぎっているよ。」  

「ほんとだ。さくらちゃん、いないいないばぁ。」  

さくらちゃんは「キャッキャッ」と、てあしをバタバタさせてわらいました。  

 

・・・ぼくのいえにもあかちゃんがいたらな・・・  

 

あるひ、おかあさんがゆうとくんにいいました。  

「あのね、ゆうと。おかあさんのおなかのなかにあかちゃんがいるの。ゆう

とは、おにいちゃんになるんだよ。」  

「え！ほんと？ヤッター！」  

ゆうとくんはとてもうれしくなり、へやじゅうをかけまわりました。  

 

おかあさんのおなかはどんどんお  

おきくなっていきました。  

「おかあさん、おなかはどう？」  

「だいじょうぶよ。さわってみる？」  

ゆうとくんはどきどきしながら  

おかあさんのおなかのうえにて  

をおきました。  

「あかちゃん、こんにちは。」  

すると、おなかのなかからポンとへんじがきました。  
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ゆうとくんはうれしくてうれしくて、それからなんどもおかあさんのおなか

にてをのせて、  

「げんき？」  

「なにをしているの？」  

「はやくあいたいな。」  

とはなしかけました。  

 

つぎのにちようび、おとうさんとおかあさんがはなしをしていました。  

「なにをはなしているの？」  

「うまれてくるあかちゃんのなまえをかんがえているのよ。」  

「ゆうとがおかあさんのおなかのなかにいたときも、おとうさんとおかあさ

んでなんにちもなんにちもかんがえて、ゆうとってなまえにきめたんよ。」 

「へぇ。」  

「なまえは、おとうさんとおかあさんからのゆうとへのさいしょのプレゼン

トなんだよ。ゆうとってなまえは、みんなにやさしくするこにそだってほ

しいとおもってきめたんだよ。」  

「へぇ。そうだったんだ。」  

「ゆうとはみんなにやさしくしているかい？」  

「うん。ともだちともなかよしだし、ようちえんにいるうさぎやにわとりに

もやさしくしているよ。ぼく、ゆうとってなまえだいすき！」  

「そうか。ゆうともおおきくなったな。じゃあ、３にんであかちゃんのなま

えをかんがえてプレゼントをしよう。」  

ゆうとくんは、３にんでかんがえたあかちゃんのなまえをおかあさんにか

いてもらい、そのよこにあかちゃんのにがおえをかきました。  

「どんなかおをしているのかな。」  

「あかちゃん、なまえのプレゼントきにいってくれるといいな。」  

あるひ、おかあさんのおなかがいたくなりました。“もうすぐうまれるよ”
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というあかちゃんからのあいずです。  

しんぱいそうなゆうとくんにかんごしさんが、  

「おにいちゃん、こころのなかでおかあさんとあかちゃんにがんばれ！がん

ばれ！っておうえんしていてね。」  

といいました。  

 

おかあさんがんばって…  

あかちゃんがんばって…  

 

どのくらいのじかんがたったでしょう。ゆうとくんがふとめをあけると、 

「オギャー。オギャー。」  

とげんきなあかちゃんのこえがきこえ  

てきました。  

「やった！うまれた！」  

とおおよろこびで、おとうさん  

にとびつきました。  

 

しばらくして、へやへはいると、お  

かあさんにだっこされたあかちゃんが  

いました。ゆうとくんはどきどきしな  

がら、まっかなかおのあかちゃんをの  

ぞきこんで、  

「ゆうかちゃん、こんにちは。  

ぼくがおにいちゃんだよ。いっぱいあそぼうね。」  

といって、おとうさん、おかあさんといっしょにかんがえたなまえをプレゼ

ントしました。  


